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FUJITAKA Naoyuki：The Signiﬁcance and Future Tasks of ‘Family support Centers’ : a comparison with similar 







































































































は，「40歳代」が 1万 9千人（51.9 ％） と最も多く，次に「30歳代」が 約 1万 4千人
（37.9％）となっている。
　提供会員は「60歳代」が約 3万 3千人（30.3 %）と最も多く，次に「50歳代」の約 3
万人（27.1％），「40歳代」の 2万 5千人（22.9％）の順 となっている14 （表 2）。
　
　活動対象に着目すると，同調査から依頼会員が登録している子どもの年齢構成は，「 3










 全体 30歳未満 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
421,307 23,646 208,873 172,945 13,034 1,891 918
100.00% 5.60% 49.60% 41.00% 3.10% 0.40% 0.20%
110,033 1,374 6,874 25,245 29,848 33,310 13,382
100.00% 1.20% 6.20% 22.90% 27.10% 30.30% 12.20%
36,868 990 13,963 19,117 2,311 352 135








年齢構成 全体 0歳 1～2歳 3～5歳 6～8歳 9～10 歳 11 ～12 歳 13 歳
人数 640,445 22,605 90,733 175,040 169,660 93,404 61,949 27,054



































































依頼会員 58,007 61.5% 134,124 63.8% 240,089 70.8% 296,195 71.4% 308,534 70.7% 384,165 73.0%
提供会員 26,410 28.0% 55,967 26.6% 69,397 20.5% 84,385 20.4% 92,231 21.2% 104,257 19.8%
両方会員 9,903 10.5% 20,300 9.6% 29,412 8.7% 34,162 8.2% 35,409 8.1% 38,115 7.2%
総会員数 94,320 100.0% 210,391 100.0% 338,898 100.0% 414,742 100.0% 436,174 100.0% 526,537 100.0%






































































































































































































































































































































24 同掲書20： 表Ⅲ-9-1-2 保育サービスを利用する時の理由．　
25 同掲書20：表Ⅰ-5-8 利用時間帯別 1時間あたりの平均利用料金．
101ファミリー・サポート・センター事業（子育て援助活動支援事業）の意義と今後の課題 
26 同掲書20：表Ⅰ-1-2 都道府県ごとの事業者数・事業所数．
27 シルバー人材センターは，原則として市（区）町村単位に置かれており，国や地方公共団
体の高齢社会対策を支える重要な組織として，「高年齢者等の雇用の安定等に関する法律」
に基づいて事業を行う，都道府県知事の指定を受けた公益法人である。
28 住民参加型在宅福祉サービス団体 全国連絡会ホームページより引用．
 （https://www.sankagata.net/活動や運営の内容方法-1/）2017. 11.28観覧．
29 同掲書11：5-3．事業の周知や会員確保のための工夫・効果のあった周知方法．
30 同掲書 8：101．
31 同掲書 8：101．
32 同掲書11：図1-2.センター運営の委託先・補助先．
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